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学則の変更の趣旨等を記載した書類 

 

 

１．学則変更（収容定員変更）の内容 

    

令和 5 年度、医学部医学科の入学定員を 110 名から 120 名に変更する。これに伴い、

収容定員も変動するため、附則 40 として以下を追加する。 

 

附則 40．この改正学則は、令和 5 年４月１日から施行する。なお、第７条の規定に

かかわらず医学部医学科については、令和 10 年度までの入学定員及び収

容定員は、以下のとおりとする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．学則変更（収容定員変更）の必要性 

 

   平成 22 年 6 月 18 日に閣議決定された「新成長戦略」で、地域の医師確保の必要性

が示されたが、当時、本学では地域医療を担う医師の養成ができる環境を整備できず、

定員増を見送ってきた。しかし、平成 24 年に寄附講座「豊田市・藤田保健衛生大学連

携地域学」（当時の名称）、平成 25 年には学校法人として初めて介護事業者の認可を受

けた「地域包括ケア中核センター」、平成 26 年には「地域連携教育推進センター」を相

次いで設置するなど、地域医療に貢献する人材育成環境が整ったことから、愛知県との

協議の結果、平成 27 年度から 7 年間にわたって、医学部入学定員を 10 名増員してき

た（初年度は 5 名）。 

今回、令和 4 年 8 月 25 日付の文部科学省高等教育局長・厚生労働省医政局長通知を

受け、愛知県と協議した結果、愛知県内の地域医療を担う医師を確保するためこれに呼

応し、新たに令和 5 年度も 10 名の定員増を実施することとした。 

 

 

年度 入学定員 収容定員 

令和 5 120 人 720 人 

令和 6 110 人 710 人 

令和 7 110 人 700 人 

令和 8 110 人 690 人 

令和 9 110 人 680 人 

令和 10 110 人 670 人 
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３．学則変更（収容定員変更）に伴う教育課程等の変更内容 

 

基本的には、これまで実施してきた教育課程に変更はない。具体的には、地域枠で入

学した地域医療を担う意欲ある学生に対し、入学後速やかに地域医療に対する強い熱

意と使命感を涵養させるため、地域枠入学生は、１～３年次では「課外授業（参加を義

務付け）」として、夏季、年末年始、春季の休暇期間中に１週間にわたり、寄附講座「豊

田市・藤田医科大学連携地域学」が中心となり、愛知県三河地域の小病院やへき地診療

所で現場を体験させ、地域社会における医療の現状を学ばせる。 

４～５年次の「臨床実習」は、愛知県医師会の協力を得て、地域医療の担い手である

家庭医（在宅医療、老健施設含む）などでの実習や、100～300 床規模の地域の中核病

院で実習を行い、地域医療の基盤となるプライマリ・ケアの必要性を理解させ、実践に

必要な能力を身につけさせる。 

さらに６年次は、「選択制総合実習」で、愛知県内の公立病院で参加型臨床実習を行

い、６年間を通して地域医療の現場に身を置く教育プログラムを提供する。 

なお、今回の学則変更に伴う教員組織および施設・設備に関する変更はない。 

 

以上 

 

 

 























 

1 

 

目 次 

 

 

 

 

１．学生確保の見通し及び申請者としての取組状況・・・・・・・Ｐ２ 

 

 

２．人材需要の動向等社会の要請・・・・・・・・・・・・・・・Ｐ3 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

2 

 

学生の確保の見通し等を記載した書類 

 

（１）学生確保の見通し及び申請者としての取組状況 

 

① 学生確保の見通し 

 

ア 定員充足の見込み 

愛知県内では、本学を含む国公私立大学 4 大学ですでに地域枠を導入している。

学費面および学生募集の条件等が、本学と比較的近い県内私立医科大学の地域枠入

試の志願者数を調査した結果、2022 年度は 53 名（定員 10 名）、2021 年は 60 名

（定員 10 名）、と堅調であることから、一定数の志願者確保、および医学教育を受

けるにふさわしい能力・意欲を有した入学者の確保が期待できる。（資料１） 

 

イ 定員充足の根拠となる客観的なデータの概要 

過去 3 年間の医学部志願者は、国公立大学では、22,342 名（2022 年度）、21,883

名（2021 年度）、22,145 名（2020 年度）、私立医科大学においては、90,269 名

（2022 年度）、91,225 名（2021 年度）、100,610 名（2020 年度）、と推移してお

り、依然として高い入試倍率をキープしている。（資料 2） 

本学では、地域枠入試における志願者は年々増加傾向であり、2021 年度は 10 名

の定員に対して 319 名の志願者があったことから、今後も大幅な志願者の落ち込み

は想定できない。（資料 3） 

 

ウ 学生納付金の設定の考え方 

医学部志望の受験生が、私立医科大学を志望する上で、高額な学費が大きな障害

となる。本学は平成 28 年度には 3,620 万円だった 6 年間の学費を、平成 29 年度入

学者から 2,980 万円に下げ、受験生を持つ家庭の経済的負担を軽減してきた。愛知

県からの 6 年間分の修学資金は 1,110 万円であり、これに本学からの 6 年間分の修

学資金 900 万円を加えると、学生の負担は 1,000 万円未満となり、本学・愛知県・

学生の 3 者が、ほぼ均等に 3 分の１ずつ負担し、地域医療に貢献することになる。 

 

② 学生確保に向けた具体的な取組状況 

愛知県の地域枠入試は、出身都道府県を問わず、また高等学校既卒者も志願する

ことができるため、全国各地のより広いマーケットから志願者を募集することを可

能としている。これに合わせて、試験会場も名古屋・東京・大阪の 3 会場のどこで

も受験することができるようにしている。また、一般入試の前期と後期で分けて募

集するが、特に後期については、国公立の医科大学志望者のうち、その時点（3 月

上旬）でまだ進路が決まらない受験生も本学地域枠のターゲットにすることを意図
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して、入試日程を設定している。 

 

 

（２）人材需要の動向等社会の要請 

 

① 人材の養成に関する目的その他の教育研究上の目的 

 

本学では、今後さらに進む高齢社会に対応するために、医療のみにとどまらず、

地域住民や行政との連携を前提とした介護・福祉の分野も見渡すことができる人材

を育成して地域貢献することをビジョンの一つとして明確に打ち出している。それ

を実現するために、愛知県や豊田市から資金援助を受けて設置した寄附講座や、愛

知県医師会の協力を得て行っている地域医療実習などを学生に提供し、知識や体験

を通じて地域医療の必要性や課題を考えさせる場を用意している。 

もとより、本学の卒業生の中には、地域の医師会役員としての役割を担う者も多

く、今後はさらに多くの卒業生がこうした活動に積極的に携わり、地域医療の底上

げに大きく貢献することが期待できる。（資料 4） 

 

② 上記①が社会的、地域的な人材需要の動向等を踏まえたものであることの客観的な

根拠 

 

愛知県医療施設従事医師数（令和 2 年時点）は、人口 10 万人対 224.4 名と全国

平均の 256.6 名に比して 87.4％にとどまる。（資料 5）。愛知県の医療水準を全国平

均まで引き上げるためには、地域医療を担う人材を養成し供給する必要がある。本

学は愛知県の地域医療に貢献しようとする志をもった者を、地域枠による入試で選

抜し、6 年間を通じて地域医療の現場に身を置く教育プログラムの提供により、愛

知県の地域医療を担おうとする気概と情熱に富んだ医師の育成を図る。令和 2 年の

文部科学省医学教育課の調査によれば、地域枠等卒業者の地域定着率は 94.7％であ

り、それ以外の卒業者の 41.3％に対し、定着率が高いとされており（資料 6）、さら

に、同じく令和 2 年度の厚生労働省の調査によれば、地域枠入学者は地域枠プログ

ラムを設置する都道府県で臨床研修および臨床研修修了後の研修・勤務を希望する

割合が多い、という結果が出ていることから、十分な効果が期待できると思われ

る。（資料 7） 

 

以上 



2022年度入試結果 資料１

2021年度入試結果
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出典 大学受験パスナビ
https://passnavi.evidus.com/search_univ/3610/bairitsu.html

出典 県内私立医科大学ホームページ
https://www.aichi-med-u.ac.jp/su11/su1107/su110706/index.html



出典 河合塾 http://ishin.kawai-juku.ac.jp/exam/result/

国公立大学医学部医学科
一般入試における延べ志願者数（過去3年）

資料２

私立大学医学部医学科
一般入試における延べ志願者数（過去3年）



資料３

本学の愛知県地域枠入試 志願者数推移
（人）

募集人数 志願者数 受験者数 最終合格者数 入学者数

2016年 5 127 123 8 5

2017年 10 164 159 21 10

2018年 10 327 320 43 10

2019年 10 241 237 33 9

2020年 10 400 387 38 10

2021年 10 340 329 34 10

2022年 10 353 340 43 10



本学医学部卒業生動向調査の結果（抜粋）

資料４

出典 本学ホームページ 「教育情報の公開」（IR・調査分析情報）
「藤田医科大学医学部卒業生の動向調査 -2020年度の活躍情況-」
https://www.fujita-hu.ac.jp/about/j93sdv0000006rab-att/j93sdv000000a7co.pdf



人口10 万対医療施設従事医師・歯科医師数及び薬局・医療施設従事薬剤師数

出典 厚生労働省「令和２年（2020年）医師・歯科医師・薬剤師統計の概況」統計表
https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/20/dl/R02_toukeihyo.pdf

資料5

https://www.mhlw.go.jp/toukei/saikin/hw/ishi/20/dl/R02_toukeihyo.pdf


資料６

出展 厚生労働省「大学医学部における地域枠等の導入状況」
https://www.mext.go.jp/content/20200312-mxt_igaku-100001063_009.pdf

https://www.mext.go.jp/content/20200312-mxt_igaku-100001063_009.pdf


資料７

出典：厚生労働省「令和5年度以降の医師需給および地域枠設置の考え方について」

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000695877.pdf

https://www.mhlw.go.jp/content/10800000/000695877.pdf
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